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【��特　集��】

工作機械の状態監視と診断
以前より，工作機械の状態監視は加工状態の把握や故障診断などで行われてきたが，通信量の増加，情報処理

能力の向上などにより，工作機械の予防保全や最適生産のツールとして，近年注目を浴びている．とくに JIMTOFな
どの国際見本市において，各工作機械メーカの展示の中心には，「IoT」への取り組みが多くみられ，そのなかでも機
械の状態監視技術を活用したものが注目を集めている．また，経済産業省では，日本における「IoT」の目指す姿で
ある「Connected Industries」を示し，取り組みを加速しようとしている．
本特集では，「IoT」の推進により注目を増している，工作機械の状態監視・診断技術の最新動向を紹介する．
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